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　降雪に恵まれた今冬、鳥海高原矢島スキー場には県内外から多くのスキーヤー
やスノーボーダーが訪れています。場内のソリ乗り場では、雪遊びを楽しむ子ども
たちがにぎやかな声を響かせていました。　　　　　　　　　　（12月31日撮影）

外た今冬　降雪に恵まれた 、鳥海高原矢島スキー場には県内外
や ースノーボーダーが訪れています。場内のソリ乗り場では、
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地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ㉙

Monthly Happy Communications
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地
元
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
た
い！

 ふれあい
　サイドストーリー

Interactive
Side Story

ルにする作業を進めています。
　全日本写真連盟ゆり支部長でも
ある三浦さんは「写真の魅力は景
色や人物などの被写体を通じて相
手と接することができ、写真にな
ることで喜んでもらえること。写真
を話題にして打ち解け合え、そこ
から信頼が深められます」と語り、
目を細めました。

　三浦繁忠さん（82歳・前郷）の
写真展「郷里の話　間もなく鳥海
ダム湖に沈む集落『百宅』」が１月
19日～21日、カダーレで開かれ
ます。
　三浦さんは中学生の頃にカメラ
を手にし、20代から約60年にわ
たって百宅地区に通い、住民の暮
らしや風景を撮り続けてきました。
　「昔の写真には記録としての価値
があります。豪雪地帯の冬の暮ら
しや史跡などを見て、昔のことを
思い出してもらえれば幸いです」
と話し、５千枚を超える写真の中
から130点ほどを選び出し、パネ

♥26歳、岩城亀田新町　♥性格　マイペース。おっとり型だといわれます。
♥好きな言葉　「思いやり・笑顔」。自分で大切にしている言葉でもあるので。
♥市内で好きな場所　「道の駅岩城」。天鷺ワインを友達の誕生日にプレゼント
　しています。それをとても気に入ってもらえることがうれしいですね。
♥お世話になっている方へ　お客さまには末長くおつきあいいただけるように、
　両親にはこれから親孝行できるように頑張りますのでよろしくお願いします。

　帆南海さんは秋田市の老舗デパートに勤務し、８年目
になります。「ＪＲ羽越線で通勤しています。強風で運休
のときは車で行かなければならず、大変な思いをしなが
ら運転します」。婦人服売り場を担当し、笑顔と初心
を忘れず、接客サービスに努めています。「その方の好み
の色を覚え、購入していただいた洋服に合うコーディネー
トを提案し『薦めてもらってよかった』と言われること
がうれしいです」と話し、顔をほころばせます。
　バレーボールに親しみ、友達を大切にする帆南海さん
の趣味はビーズの手芸とドライブ。好き
な音楽を聴きながら隣県に出かけ、リ
フレッシュしているそうです。「新年
の抱負は地元を盛り上げるイベントに
協力すること。友達と話題にしていま
す」と胸の内を明かしました。

工藤 帆南海 さん
KUDO   Honami

「龍泉洞」を訪ねて

-

ふる  さと

法体の滝など
を撮影した
パネル

60年にわたり百宅の人々の暮らしを記録してきた三浦さん

百宅地区の暮らしを60年にわたり撮影。19日から「写真展」

写
真
展
は
入
場
無
料
で
、
朝
９
時
〜
午
後
６
時

　
　
　
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
21
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
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少
子
化
や
校
舎
の
老
朽
化
な

ど
の
課
題
を
協
議
・
検
討
す
る

「
本
荘
地
域
学
校
環
境
を
考
え

る
つ
ど
い
」
が
12
月
14
日
、
20

日
、
21
日
の
３
日
間
、
カ
ダ
ー

レ
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
市
教
育
委
員

会
と
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委

員
会
が
、
適
正
な
学
校
環
境
の

在
り
方
を
市
民
と
と
も
に
考
え

る
機
会
と
し
て
開
い
た
も
の
で
、

３
日
間
で
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
の
担
当
者
が

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後

の
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
施
設

の
現
状
、
保
護
者
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

報
告
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
が

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で

は
積
極
的
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
参
加
者
の
学
校
環
境
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
今
後
も
協

議
を
重
ね
、
３
月
に
本
市
の
学

校
環
境
適
正
化
に
係
る
第
一
次

の
提
言
書
を
市
教
育
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

詳しくは『田舎暮らしの本』２月号をご覧ください。

本
荘
地
域
学
校
環
境
を
考
え
る
つ
ど
い　

適
正
な
学
校
環
境
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

宝
島
社
発
行
の
月
刊
誌
『
田

舎
暮
ら
し
の
本
』
２
月
号
の

「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
本
市
が
総
合
と

子
育
て
世
代
部
門
で
東
北
３
位
、

シ
ニ
ア
世
代
部
門
で
２
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
同
社
が
独
自

に
全
国
６
７
１
市
町
村
に
対
し
、

田
舎
暮
ら
し
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
１
９
４
項
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
回
答
か

ら
田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
を
数
値

化
し
、
各
部
門
ご
と
に
ラ
ン
ク

付
け
し
た
も
の
で
す
。

　

全
国
（
人
口
10
万
人
未
満
の

市
町
村
）
で
は
総
合
が
21
位
、

シ
ニ
ア
が
19
位
、
子
育
て
が
27

位
と
な
り
「
移
住
に
関
す
る
情

報
提
供
や
相
談
窓
口
を
強
化
し
、

起
業
・
創
業
支
援
や
は
た
ら
く

体
験
ツ
ア
ー
を
始
め
る
な
ど
、

支
援
の
動
き
は
い
っ
そ
う
活
発

に
な
っ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
支
援
制
度
や

仕
事
・
暮
ら
し
の
情
報
を
幅
広

く
提
供
す
る
な
ど
、
移
住
・
定

住
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、

本
市
の
活
性
化
と
持
続
的
な
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
６
回 

日
本「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

本
市
が
総
合
で
東
北
３
位
に
！
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遊
び
を
見
つ
け
る

お
も
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

市政情報

来
年
度
の
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

補
助
金
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

市政情報

市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

４
月
更
新
予
定  

協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

広報ゆりほんじょう 平成30年１月15日号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
整
備
推
進
事
務
局

☎
24―

６
３
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24―

６
３
２
７

メ
ー
ル
：m

okuiku@
city.yurihonjo.lg.jp

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
へ
の
返
礼
品
を
贈

呈
す
る
「
協
力
事
業
者
」
を
募
集

し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
、
全
国
に
市
と
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
件

①
市
内
に
本
社
・
主
た
る
事
業
所

　

・
工
場
を
有
す
る
法
人
ま
た
は

　

個
人

②
申
し
込
み
時
に
市
税
の
滞
納
が

　

な
い
こ
と

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
注
文
の
受
け
取

　

り
が
で
き
る
こ
と

④
寄
付
者
へ
返
礼
品
を
直
接
発
送

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

⑤
暴
力
団
の
構
成
員
ま
た
は
暴
力

　

団
に
協
力
も
し
く
は
関
与
す
る

　

な
ど
こ
れ
に
関
わ
り
を
持
つ
者

　

で
な
い
こ
と

返
礼
品
要
件

①
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
地
元

　

事
業
者
が
市
内
で
製
造
・
加
工

　

・
採
取
・
栽
培
な
ど
を
し
た
商

　

品
、
ま
た
は
提
供
す
る
サ
ー
ビ

　

ス
に
係
る
商
品

②
商
品
は
、
１
５
０
０
円
、
３
千

　

円
、
６
千
円
、
９
千
円
、
１
万

　

５
千
円
、
３
万
円
の
各
価
格

　

（
税
込
み
）
を
超
え
な
い
も
の

　

※

品
代
お
よ
び
送
料
は
市
で
負

　

担
し
ま
す
。

③
数
量
が
確
保
で
き
、
通
年
の
取

　

り
扱
い
が
で
き
る
も
の

　

※

期
間
や
数
量
が
明
確
に
で
き

　

れ
ば
限
定
品
の
取
り
扱
い
も
可

　

能
で
す
。

④
品
質
面
で
安
全
・
安
心
な
も
の

　

で
、
配
送
し
て
も
品
質
が
保
て

　

る
も
の

申
し
込
み
方
法
・
期
限　

２
月
２

日
㈮
ま
で
、
地
域
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
資
料
な
ど

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
商
品
を

審
査
の
上
、
結
果
を
申
込
者
へ
連

絡
し
ま
す
。

市政情報

　

お
も
ち
ゃ
の
遊
び
方
は
一
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
な
発
想
で

お
も
ち
ゃ
に
向
き
合
う
と
、
遊
び

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
思
い
切
り

遊
ん
で
、
新
し
い
遊
び
を
発
見
で

き
る
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　

岡
田
哲
也
さ
ん
（
東
京
お

も
ち
ゃ
美
術
館
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

日
時　

２
月
11
日
㈰　

14
時
〜
16

時場
所　

ア
ク
ア
パ
ル　

多
目
的
ホ

ー
ル

定
員　

先
着
50
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

「
お
も
ち
ゃ
セ

ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
と
明
記
の
上
、

参
加
者
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

※

託
児
の
用
意
が
な
い
た
め
、
３

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
分
の

「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す

市政情報

　

各
地
域
の
申
告
相
談
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。
申
告
に
つ
い
て

の
詳
し
い
内
容
は
本
紙
２
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
地
区

割
り
日
程
や
会
場
は
支
所
だ
よ
り

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
告
相
談
期
間
】

○
岩
城
・
由
利
・
大
内
・
東
由

利
・
西
目
・
鳥
海

　

２
月
９
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈭

○
本
荘
・
矢
島

　

２
月
14
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
５

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

☎
24―

６
２
６
２

　

市
民
団
体
や
町
内
会
な
ど
が
行

う
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◇
一
般
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　

市
民
団
体
な
ど
が
行
う
、
地
域

の
文
化
・
交
流
・
観
光
事
業
や
地

域
づ
く
り
・
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

対
象
事
業　

地
域
住
民
が
連
携
し

て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
実
施
す

る
も
の

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３
以
内
（
環
境
美
化
活
動

な
ど
は
10
分
の
９
以
内
）

※

補
助
限
度
額
50
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

　

ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事

　

業
○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　

る
事
業

○
修
繕
料
、
委
託
料
、
工
事
請
負

　

費
の
み
の
事
業

○
物
販
が
主
目
的
の
事
業

◇
町
内
会
・
自
治
会

　

げ
ん
き
ア
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
事
業

　

町
内
会
や
自
治
会
な
ど
が
地
域

の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
「
夢
の
実
現
」
や

「
課
題
解
決
」
を
行
い
、
自
主
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
目
指
す
事
業

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
事
業　

町
内
会
や
そ
の
連
合

体
が
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
実
施

す
る
も
の

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内

※

補
助
限
度
額
10
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

　

ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事

　

業
○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　

る
事
業

申
し
込
み
方
法
・
期
限
（
２
事
業

共
通
）　

１
月
15
日
㈪
か
ら
２
月

15
日
㈭
ま
で
、
事
業
要
望
書
と
添

付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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市政情報

物
品
を
売
り
払
い
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。

入
札
物
品
①

○
物
品
名　

日
野
・
２
㌧
ダ
ン
プ

○
年
式　

平
成
14
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

18
万
円

入
札
物
品
②

○
物
品
名　

日
野
・
リ
エ
ッ
セ

○
年
式　

平
成
10
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格　

25
万
円

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真

と
状
態
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
開
場
所

①
岩
城
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
73―

２
０
１
５

②
大
内
総
合
支
所
振
興
課

　

☎
65―

２
２
１
１

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間　

１
月
23
日
㈫
〜
29
日
㈪　

９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所　

管
財
課
（
市

役
所
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
入
札
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時　

２
月
５
日
㈪　

10
時

入
札
場
所　

市
役
所
正
庁

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
０

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
24―

６
３
０
２

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

市長室

　市長の長谷部です。12月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

12月８日（金）
北朝鮮などからの漂着船に係る要望活動
（秋田市：県警本部、秋田海上保安部）

12月13日（水）
市商工業振興懇談会（ホテルアイリス）

　

11
月
23
日
夜
に
北
朝
鮮
籍
の
船
舶
が
本
荘
マ

リ
ー
ナ
へ
漂
着
し
、
乗
組
員
が
本
市
へ
上
陸
し

た
こ
と
を
受
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
た
く

さ
ん
の
不
安
の
声
が
聞
こ
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
早
速
、
由
利
本
荘
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
、
に
か
ほ
市
長
な
ら
び
に
に
か
ほ

市
議
会
議
長
と
と
も
に
、
秋
田
県
警
本
部
と
秋

田
海
上
保
安
部
を
訪
問
し
、
「
監
視
体
制
と
警

備
の
強
化
」
「
自
治
体
な
ど
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
」
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
そ

し
て
不
安
の
払
拭
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
状

況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
商
工
会
の
皆

さ
ま
と
市
関
係
職
員
が

一
堂
に
会
し
、
本
市
の
商
工

業
の
振
興
に
向
け
た
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
の
事
業
報
告
や
翌
年
度

事
業
計
画
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、

各
支
所
代
表
幹
事
の
皆
さ
ま
よ
り

地
域
の
実
情
に
基
づ
い
た
質
問
・

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
し
っ
か
り
と
吟
味
し
な
が

ら
、
市
政
へ
と
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

北朝鮮船舶対策要望

商工業振興懇談会

ふ
っ
し
ょ
く






